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雑

錐

濁
遁
農
業
由
現
献

霜

主君

調
越
農
業
の
現
拭

入

木

芳

之

助

イ
エ
ナ
大
観
由
民
業
世
銃
蛤
任
一
ア
ィ
チ
ェ
教
技
は
最
低
仰
ロ
シ

ラ〉
l
ド
紐
耐
統
計
年
却
に
、
揃
地
農
業
批
態
と
組
す
る
現
時
あ
る
論

文
を
寄
せ
て
ゐ
る
“
今
左
に
之
を
節
車
に
紹
介
す
る
こ
と
、
す
る
。

今
日
猫
逸
農
業
が
向
ほ
一
般
に
疲
弊
白
状
態
に
陥
っ
て
ゐ
る

事
は
否
み
得
な
い
所
で
あ
っ
て
、
此
の
事
寅
は
明
に
左
の
諸
叫

象
に
反
附
し
て
ゐ
る
。
イ
今
日
の
農
地
償
格
は
帥
詣
の
七
割
五

分
乃
至
八
割
に
低
下
し
、
貨
幣
倒
値
白
下
落
を
跡
的
す
れ
ば
.

殿
前
の
牛
に
も
建
せ
た
い
有
様
で

b
る
。
此
の
欣
態
は
中
部
及

〉
-
.
、
、

.

.

.
 

ぴ
東
部
に
於
て
殊
に
著
し
い
。
ロ
農
地
の
強
制
執
行
も
楠
加

(
 

し
、
そ
の
執
行
さ
れ
た
る
農
地
図
績
は
、

一
九
二
六
年
圭
二
七

第
二
十
九
谷

五
九
凡
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九
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一
一
年
の
約
二
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迷
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ゐ
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約
百
十
ム
ハ
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ラ
イ
ヒ

如
く
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あ
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(
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一
フ
イ
ヒ
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馬
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位
止
す
)
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右
の
蝕
剰
分
配
に
興
り
得
ベ
宮
農
業
経
替
者
及
び
そ
の
共
働

者
ニ
概
数
は
、

し
て
、

一
九

O
七
年
に
於
て
は
約
一
千
百
五
十
寓
人
に

一
丸
二
五
年
に
於
て
は
約
一
千
高
人
で
あ
る
。
従
て
経
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笹
者
及
び
共
北
九
倒
家
族
一
入
賞
り
の
所
得
は

一
丸
一
一
二
年
に

於
て
は
五
百
陥
克
、

一
九
二
四
年
乃
至
二
七
年
に
於
て
は
五
百

四
十
ラ
イ
ヒ
ス
馬
克
・
と
た
る
。
此
の
五
百
四
十
ラ
イ
ヒ
ス
隠
克

の
腕
民
力
拡
峨
前
の
三
百
六
十
鴎
克
に
相
詰
す
る
に
泊
ぎ
た

い
。
農
民
一
人
首
り
に
つ
き
一
年
に
幾
何
の
生
計
費
を
要
す
る

か
に
就
て
は
、
戦
前
に
於
て
は
約
川
百
潟
克
、
今
H
K
於
て
は

約
六
百
ラ
イ
ヒ
ス
馬
克
と
見
て
差
支
た
い
。
総
て
戦
前
に
於
て

そ
の
枚
入
中
よ
り
生
計
貨
を
控

除
し
て
.
み
ん
仙
川
2

と
し
て
桁
ほ
十
一
億
五
千
前
出
向
去
の
飴
怖
を
市

は
鍋
立
農
民
及
び
其
家
院
は
、

し
た
る

K
、
今
日
に
立
て
は
生
討
を
替
む
に
さ
へ
向
悶
六
億
ラ

イ
ヒ
ス
馬
克
を
依
く
と
主
主
左
担
、
結
局
負
債
を
以
て
之

P
郁

は
ざ
る
を
仰
ぎ
る
有
様
で
あ
る
。

斯
る
負
仙
増
加
に
現
は
る
h

澗
逸
操
業
依
舗
の
原
因
と
し
て

〉

)

は
、
左
の
諸
事
項
が
考
へ
ら
れ
る
。
一
間
格
欣
践
の
粘
移
。
二

(

〈

)

)

〉

農
業
牧
径
の
減
少
。
一
一
一
物
件
費
の
柑
加
。
問
問
宵
貨
の
騰
賞
、
五

(

〈

(

凋
立
農
民
及
び
共
の
家
族
白
生
活
規
準
の
向
上
。
六
租
税
及
び

雑

保

濁
也
農
業
白
現
枇

利
子
の
増
加
等
で
あ
る
。
倫
ほ
共
他
の
原
因
と
し
て
農
村
に
於

け
る
相
剖
的
人
口
過
剰
に
就
て
も
考
へ
ら
る
ミ
が
、
今
日
澗
趨

農
村
K
於
て
期
品
過
剰
人
口
の
存
せ
ざ
る
と
占
に
つ
い
て
は
一

般
に
四
時
輸
が
丘
い
か
ら
認
に
位
之
を
省
略
す
る
。

調
治
職
後
の
物
憤
献
聴
が
如
何
に
山
田
村
に
不
利
広
る
か
は
次

の
卸
一
賀
刷
出
格
指
蚊
表
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
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に
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主陸

主主

描
遁
農
業
の
現
欣

生
産
別
具
に
到
し
て
は
附
ぽ
同
一
水
轄
に
立
つ
も
消
費
財
に
比

す
れ
ば
活
に
低
〈
一
般
物
慣
に
比
し
向
ほ
下
位
正
立
っ
て
ゐ

る
。
官
際
に
農
民
の
時
入
す
る
小
史
伺
格
は
却
費
倒
格
よ
り
も

多
少
尚
〈
、

そ
の
一
版
貸
す
る
農
産
物
の
官
際
の
悦
格
は
卸
山
氏
側

判
明
よ
り
ず
ゆ
少
低
き
か
故
に
、
官
際
の
師
団
特
欣
態
は
右
去
に
示
す

所
上
り
も
M
H

日
比
に
一
法
千
利
た
る
E
あ
ら
う
。

山

川

ほ

J

K
列
車
せ
る
民
仙
増
加
の
諸
版
閃
の
草
加
世
相
皮
忙
つ

い
て
は
次
表
よ
り
崎
明
附
に
之
を
説
明
し
仰
る
。

川
何
時
扇
動
し
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一
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山
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+
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カ
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γ
位
一
(
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プ
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よ
り
計
上
一
二
六
-

と

す

)

一

イ

ヒ

ス

馬

一

L
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r
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A
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∞
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額
。
即
ち
叫
間
後
に
於
て
も
戦
前
主
同
一
の
現
物
紹
牧
h
f
並
に
現

物
資
川
が
ふ
作

L
、
早
に
川
山
格
欣
態
の
み
が
挺
化
せ
る
も
の
と
宥

似
す
ん
」
官
、
刊
州
通
山
菜
が
今
日
制
収
入
‘
費
川
及
び
飴
刺
比
就

〕

・

)

て
取
得
L
m
w
べ
き
告
の
金
制
耐
を
示
す
。
問
闘
は
三
側
の
金
制
酬
を

(

(

 

狗
迎
の
紛
少
せ
る
仰
土
に
服
肱
し
て
挽
算
せ
る
金
制
。
制
叫
逃
は

大
峨
に
依
り
、
み
緋
削
山
一
割
五
分
、
牛
I
A
ぴ
阪
の
山
抑
制
政
の
一

制
二
分
を
保
合
す
る
地
械
を
犬
へ
る
が
散
に
阿
川
酬
に
於
て
土

地
生
出
物
及
び
共
的
物
件
計
虻
引
し
寸
位
、
一
一
-
捌
に
計
上
せ
る

制

ω八
削
五
分
苦
泣
及
び
央
川
町
物
刊
叫
引
に
到
し
て
は
八
制
八

分
を
採
っ
た
。
五
酬
は
一
九
二
間
二
五
乃
主
一
九
二
六
二

(
 

七
年
の
年
一
平
均
よ
り
算
川
せ
る
、
四
例
地
決
議
が
今
日
宜
際
取
得

す
る
綿
牧
入
、
物
件
費
及
び
除
剃

E
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

)

-

)

、

一
制
止
二
側
ー
と
を
比
較
す
る
に
、
政
後
に
於
け
る
決
応
物
白

(

〔

悦
柏
及
ぴ
物
件
費
の
恥
態
は
戦
前
に
比
し
て
虫
民
忙
と
ヲ
て

よ
り
不
利
保
で
あ
る
。
拙
牧
入
の
指
政
は
一
一
一
八
、
物
件
費

ω

指
数
は
二
二
五
、
徐
剰
の
指
数
は
一
二
五
で
あ
る
。
今
似
に
物

件
費
が
農
産
物
の
倒
柿
止
同
一
比
率
(
一
二
八
%
)
主
以
て
騰
武

せ
る
に
泊
ぎ
な
い
L

と
す
れ
ば
‘
農
民
は
腕
前
の
調
辺
倒
土
に
封

雑

主主

掛
地
出
業
の
現
批

し
て
二
億
五
干
高
ラ
イ
ヒ
ス
防
克
だ
け
よ
り
多
く
の
除
川
を
得

る
と
と
ι
お
な
り
、
現
在
白
紛
少
さ
れ
た
る
悦
土
に
対
し
て
は
二

•. 

億
二
千
尚
ラ
イ
ヒ
ス
時
克
だ
け
よ
く
多
く
の
伶
剃
所
得
を
符
ぺ

き
答
で
あ
る
。

的
格
欣
訟
の
鐙
化
は
、
附
に
物
件
費
と
撤
収
討
と
の
比
較
に

於
て
の
み
な
ら
十
、
澗
五
良
川
山
』
パ
ぴ
什
内
山
一
家
訟
の
咋
一
的
伐
の
哨

進
に
一
肘
開
制
一
羽
に
現
れ
て
ゐ
る
。
誌
に
は
眼
前
に
比
し
刊
に
若

し
く
勝
北
せ
O
衣
服
及
び
靴
剣
山
恥
き
出
品
が
川
川
U
E
あ
る
。

制
立
政
M
ん

1
A
ぴ
吐
ハ
の
家
族
の
総
生
計
貨
は
今
日
約
六
ー
は
ラ
イ

ヒ
ス
山
内
克

rあ
る
。
此

ω
内
よ
り
出
家
が
山
給
山
比
す
る
農
産

物
の
慣
格
と
し
て
三
十
億
ラ
イ
ヒ
ス
民
克
を
五
引
き
、
成
制

十
億
ラ
イ
ヒ
ス
馬
克
は
工
業
先
製
品
戸
沿
山
官
財
)
の
陥
入
に
首
て

ち
る
べ
き
も
の
で
あ
る
o

然
る
に
此
の
的
技
財
は
戦
前
に
比
し

一
七
O
%
の
騰
責
主
一
目
し
て
ぬ
る
。
今
治
し
州
政
財
が
農
産
物

主
同
一
比
率
(
一
一
一
八
%
)
を
以
て
脆
品
川
九
せ
る
に
過
ぎ
ざ
る
主
き

ょ・は
(問)・り・

瞳側・多農
主とく書記
十(五3・ の は
丸捌・円l 之
容と符に

を>: rll 
i七 1~~ て
較べ年
すき々
る者七
にで tiR
、あ Ii.

る千
o r-q; 

7 

イ
ヒ

^ 

克
だ
け

一
九
二
川
年
乃
至
二
七
年
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第
四
批

九



蝶

調
抱
農
業
白
現
献

鍬

に
於
け
る
官
際
の
締
収
盆
は
、
若
し
今
日
比
於
て
一
九
一
三
年

止
同
量
の
現
物
収
益
が
待
ら
れ
且
つ
現
在
の
債
絡
で
販
賀
さ
れ

る
も
の
左
仮
定
し
て
得
ら
る
べ
き
綿
収
訴
に
比
し
、
二
十
億
一
フ

イ
ヒ
ス
隠
克
低
〈
、
純
枚
目
祉
に
於
て
は
五
億
一
フ
イ
ヒ
ス
馬
克
低

〈
在
っ
て
ゐ
る
。
日
側
の
物
刊
費
の
数
字
は
景
気
槌
動
研
筑
所

(
 

の
調
売
に
基
く
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
は
保
険
費

E
快
い
亡
ゐ

呂
か
ら
之
に
三
億
ラ
イ
ヒ
ス
問
日
比
一
世
首
つ
ベ
〈
、

文
相
胤
火
動
力

費
も
幽
少
に
失
吐
る
も
の

k
考
へ
ら
る
a
A

か
ら
之
に
二
億
五
千

高
ラ
イ
ヒ
ス
馬
克
.
共
他
の
費
用
な
る
項
目
も
過
少
に
失
し
て

ゐ
る
か
ら
之
に
も
三
億
ラ
イ
ヒ
ス
馬
克
飴
分
K
加
算
す
る
を
以

て
冨
一
世
と
4
4

へ
ら
れ
る
。
然
る
止
き
は
一
九
二
四
乃
室
二
七
年

の
買
収
純
牧
山
市
は
、

一
九
一
三
年
と
同
宣
の
現
物
収
縮
が
得
ら

れ
H
つ
現
在
の
伺
格
で
販
一
貫
さ
れ
る
も

ω
左
仮
定
し
て
得
ら
る

ベ
き
純
牧
入
に
比
し
て
、
年
々
十
二
億
二
千
五
百
寓
ラ
イ
ヒ
ス

馬
克
低
く
な
る
。
此
の
減
φ
は
悦
格
欣
態
の
境
動
に
基
く
も
白

で
た
く
、
寧
ろ
物
件
費
の
節
減
を
趨
ゆ
る
程
度
の
現
物
収
益
の

減
退
に
基
〈
も
白
で
あ
る
。

更
に
農
業
抽
出
賃
は
名
目
上
騰
貴
せ
る
は
事
官
で
あ
る
が
、
賀

部
二
十
九
巷

プミ
O 

察
側
就

一
三

O

質
勢
貸
は
戦
前
に
比
し
て
決
L
て
脇
氏
在
京
し
て
ゐ
な
い
。
名

日
開
宵
賃
の
騰
貴
も
大
慨
に
於
て
決
産
物
似
格
の
脇
町
と
川
町
ぽ
同

一
歩
調
を
保
て
ゐ
る
か
ら
、
場
貨
の
帥
畑
貴
を
以
て
操
業
困
窮

ω

1日・ 1肝
立・因
呈4・占
J.:JC ，宥
及・倣
ぴ‘す
~\:. a:: 
白、件

家・な
却f'ぃ
ι〉・ ι〉
生・で
前jIi' (/:> 
割!.る
珂!I・Q

J土
li~ 
後
日]

せ
る
も

の
ん
」
は
認
む
る
を
得
た
い
。
イ
ン
ァ
ラ
チ
ヨ
ン
時
代
に
渋
川
内
生

加
が
一
般
忙
狭
山
開
K
た
っ
た
か
わ
如
〈
考
へ
ら
れ
る
む
は
、

yι

手
首
時
の
都
合
住
民
の
窮
乏
生
前
民
較
べ
る
か
ら
で
あ
っ
て

常
時
に
在
て
も
農
民
の
生
計
費
は
決
し
て
戦
前
に
比
し
て
増
加

L
て
ゐ
た
い
。
殊
に
妙
A
M

の
農
民
生
前
に
於
て
は
欲
的
引
充
足
は

著
し
〈
節
減
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

職
前
白
馬
克
止
ラ
イ
ヒ
ス
旧
向
宜
主
主
同
一
に
考
ム
る
な
ら

ば
、
租
税
は
戦
前
に
比
し
て
約
六
億
時
十
比
の
増
加
を
来
し
、
利

子
支
搬
に
於
て
約
問
億
馬
主
の
地
加
を
却
し
て
ゐ
る
。
此
白
利

子
支
釧
及
び
抑
制
税
の
楠
加
は
潟
渇
操
業
困
窮
の
二
大
亙
川
世
田
開
凶

止一
E
ム
ベ
〈
、
最
近
に
於
て
獅
泌
山
民
業
負
怖
が
、
租
税
及
び
利

子
の
増
額
分
に
均
し
昔
銅
山
た
け
、
毎
年
増
加
し
つ
L
あ
る
事
賞

は
、
決
し
て
偶
然
の
符
合
で
は
在
い
。
今
日
の
租
税
及
び
利
子



が
負
債
白
増
加
を
溜
す
と
と
な
く
し
て
支
捕
は
る
L

に
あ
ら
歩

ん
ば
、
負
債
は
年
々
約
十
億
馬
克
の
額
づ
L
増
加
す
る
と
と
h
A

た
る
で
あ
ら
う
。

上
越
せ
る
所
に
由
て
戦
後
制
逸
農
業
D
困
窮
原
因
と
し
て
踏

定
し
得
る
も
白
は
、
一
物
件
哩
節
減

E
越
ゆ
る
程
度
の
喝
物
状

径
の
減
退
二
似
柿
拡
態
。
推
移
三
租
税
及
び
利
子
の
増
加
で
あ

zuv
。〕

凋
迎
農
業
牧
径
の
減
退
は
主
と
し
て
大
戦
の
影
響
で
あ
っ

て
、
戦
時
の
農
業
持
力
及
び
肥
料
の
不
足
は
勢
ひ
掠
臨
時
緋
作
を

促
し
、
共
の
悪
影
響
は
今
日
向
ほ
未
だ
克
服
さ
れ
ざ
る
所
で
あ

る
。
家
音
も
飼
料
D
不
充
分
の
た
め
最
貧
北
九
に
戦
前
に
比
し
て

著
し
く
劣
っ
て
ゐ
る
。
用
三
年
前
よ
り
多
少
の
回
復
を
示
し
た

る
と
は
云
へ
農
産
申
宙
産
共
に
職
前
に
比
し
て
劣
っ
て
ゐ
る
の
は

否
五
時
難
い
所
で
あ
る
。

一
一
債
格
山
岡
係
の
推
移
は
一
部
は
図
際
的
現
象
に
基
く
が
、

部
は
澗
迎
に
於
け
る
特
殊
事
情
に
困
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
に

樟

韓

濁
遁
偉
業
の
現
除

就
て
は
認
に
之
を
倫
中
る
眼

E
有
せ
な
い
が
、
後
者
に
却
し
て

は
肌
川
後
の
欧
洲
工
業
帥
労
働
者
の
脇
氏
力
減
中
世
誕
げ
得
る
。
政

前
の
需
要
よ
り
観
測
し
て
、
操
業
生
産
が
今
日
過
剰
に
陥
り
、

矯
め
に
制
格
下
落
を
来
た
せ
る
も
白
と
は
決
し
て
一
宮
ふ
を
得
た

の い
成 c竺〉白
弊租で
末税あ
~Ó CD る
11ま増 。
え jJs
ざは
る大
l二戦
』己 CD
、Jn写

償
支
梯
の
i占
」ι
で
b 
る。
犬
盟主

'
L
:
q戸
〉
h
z
E
F
m刀

T
b什
Z

-

J

ノ
』
↑
H
V
A同

1
0
豆
B
B
K北
町
千
れ
れ
リ

4
4
h引
伊

之
を
年
牧
入
中
上
り
支
悌
ふ
を
得
十
勢
同
日
負
債
の
噛
加
を
促
し

た
。
叉
戦
後
の
資
金
快
乏
は
利
率
を
高
め
矯
め
に
農
民
の
負
債

支
怖
を
一
居
困
難
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。

以
上
網
越
農
業
困
窮
白
原
因
を
研
究
し
亡
、
最
後
に
賠
償
負

婚
に
迷
し
た
。
之
は
農
業
生
産
物
江
制
す
る
肺
民
力
を
弱
む
る

が
故
に
、
共
債
格
欣
態
に
も
不
利
忠
る
作
則
を
及
ぼ
す
も
の
で

あ
る
。
殊
に
調
麹
闘
有
餓
迫
の
牧
入
を
以
て
賠
償
金
に
充
て
ざ

る
を
枠
ざ
る
が
故
に
、
農
産
物
の
服
氏
、
生
産
手
段
腕
入
の
際

陀
於
け
る
漣
貸
率
在
高
む
る
己
主
主
た
り
'
、
農
民
は
甚
だ
し
き

不
利
益
を
蒙
っ
て
ゐ
る
。

第
二
十
九
巻

大

O 

一

第
四
硯



雑

錐

碕
塩
産
業
の
現
枇

四

期
る
農
業
困
窮
状
態
を
改
苦
す
る
た
め
に
は
如
何
な
る
方
策

が
存
す
る
で
あ
ら
う
か
。
今
日
の
困
窮
を
窓
越
せ
る
主
要
阿
国

は
以
償
諸
山
崎
で
あ
る
山
ら
、
此
の
漣
命
問
踊
の
問
符
は
先
づ
第

一
日
比
淵
巡
の
賠
償
額
が
如
何
に
決
定
せ
ら
る
h

か
に
叫
る
も
白

で
あ
る
。

倫
ほ
困
窮
状
態
の
改
善
策
と
し
て
の
虫
業
牧
径
の
増
進
に
就

て
考
ふ
る
に
、
斯
る
増
進
は
多
額
の
生
産
資
本
社
要
す
ベ
〈
、

今
日
白
高
利
率
を
以
て
し
て
は
到
時
収
支
相
償
は
ざ
る
も
の
で

あ
る
。
叉
斯
る
方
策
は
多
年
に
亘
る
農
民
に
謝
す
る
不
挑
の
敬

育
活
動
を
必
叩
宜
上
と
す
る
が
故
位
、
金
辿
左
る
殺
用
地
位
之
を
期
し

難
い
の
で
あ
る
。
操
業
収
盆
を
害
す
る
と
・
と
な
く
し
て
生
産
費

を
節
減
す
る
と
と
も
、
少
く
と
も
今
日
に
於
て
は
不
可
能
で
あ

る
。
操
業
勢
働
能
率
榊
匙
に
闘
す
る
研
究
も
盛
ん
で
あ
る
が
、

之
陀
向
て
近
き
将
来
に
於
て
山
由
来
抑
制
替
の
人
件
費
を
著
し
く
節

減
し
得
る
止
も
考
へ
ら
れ
な
い
。

慌
格
欣
態
の
改
苦
は
操
業
白
慨
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
同
家
経

第
ニ
十
九
巻

第
四
脱

一

六
O
固

済
政
策
に
よ
っ
て
も
謡
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
農
民
自
憶
に
よ

る
方
策
と
し
て
は
農
産
物
の
標
準
化
や
版
資
組
織
の
改
善
な

E

が
愉
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
等
の
問
随
は
個
々
恒
於
で
は
重
嬰
で

あ
る
が
、
之
に
操
っ
て
一
般
の
農
業
困
窮
を
排
除
す
る
を
得
た

い
。
岡
由
来
魁
拘
政
策
に
上
る
も
O
b」
し
で
は
農
産
物
細
税
白
引

上
を
母
ぐ
る
と
と
が
出
来
る
。
然
し
閥
抗
悦
取
は
通
商
保
約
に
よ

っ
て
拘
束
さ
る
L
が
故
に
、
此
の
引
上
は
活
向
保
約
の
改
訂
を

必
要
i

と
す
る
。
然
し
之
は
目
下
澗
逸
の
政
治
純
情
欣
態

K

M

し
、
寅
現
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
加
之
戦
後
別
過
の
一
一
股
経
消

般
態
の
下
に
於
て
は
、
関
税

ιよ
る
穀
倒
引
上
に
は
大
い
た
る

期
待
を
懸
け
得
た
い
の
で
あ
る
。
倫
降
最
近
忙
於
て
は
閥
家
に

よ
る
穀
物
貿
易
澗
占
焚
が
提
唱
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
目
下
の
硝
逸

の
粧
神
事
情
白
下
に
於
て
は
到
底
寅
行
不
可
能
で
あ
る
。

上
越
の
諸
方
策
に
よ
り
て
農
業
困
窮
を
救
ム
に
足
ら
宇
止
す

れ
ば
漣
る
所
は
賠
償
舗
の
軽
減
で
あ
る
。
若
し
之
が
満
足
に
宜

現
さ
る
i
h

な
ら
ば
、
直
接
に
は
租
税
及
び
利
子
の
低
下
を
促

し
、
間
接
に
は
全
世
界
の
農
産
物
倒
格
欣
態
忙
有
利
な
る
影
響

を
及
ぼ
す
で
あ
ら
う
。
由
之
潤
逸
農
民
は
比
較
的
迅
速
に
牧
谷



を
捕
し
、
彼
等
の
地
位
は
勿
縮
、
調
逃
幽
民
経
済
も
本
質
的
に

改
帯
す
る
に
耳
石
る
で
あ
ら
う
。

(
此
山
摘
を
持
る
と
虫
揃
也
賠
償
川
畑
鮮
日
時
的
一
朝
日
焼
L
決
。
此
曲

新
賠
償
制
主
例
目
下
に
於
て
、
揃
地
農
業
は
近
、
奇
勝
躍
如
何
な
る
観

情
的
危
を
辿
る
で
あ
ら
う
か
@
そ
の
制
民
ま
訓
目
し
て
待
つ
ζ

と
L

す
る
。
)


